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1
ウェ_ル ズのGlamorganCountyCouncilに所蔵 される1一ダ ウラス製鉄会社文 書」DowlaisIron
CompanyPapersは,1840年代 にイギ リス最大 の製鉄企業 で あ ったダウ ラス社 の経 営活 動 を記 録
した史料 であ る.i国社 のぞ締 は今なおGuestKeen&N・ttl・f・ld・と して イギ リ補 数 の鎌 の内
に数 え られ る。'本小稿 の狙 回 よ,筆者 がカーデ ・フC・・diff・1)Gl・m・・ganC・untyC・un・ilにて
書 き写 して きた財務 史料,特 縫¥借 対 照表 と損益 計轄 一 一以下・B/S・P/Lと略 す一 を基 に・
それ らに解 説 を加 えな が ら,当 時 の帳簿 の若干 の特徴 を垣間 見 ることで あ る。 しか し予 め断 ってお
かねばな らな いが,筆 者 のカーデ ィフにおけ る滞在期間 は極 めて短 期間 であ り,且 つCouncilは
20枚以上の コピー を許可 しな か ったために,史 料全体 を見通す ことは不可能 であ り,それ故,以 下
の解説 は著 しく断片 的 とな らざるをえなか った。従 って本小稿 は暫定稿 であ ることを強調 して おき
たい。
それは と もか くと して,こ の文謝 二1体は⊥記 の財務 史料 だけで壱よな く・卿(な 舗 類 を含 んでお
り,そ の一部 は既 にM.E1・a・(・dl),1・・ninth・M・king(1960)として出版 されてい る・ また
史料 のカタ ログ も近 々出版 され る予定 と聞 いて いる。加 えて,当 史料 を基礎 に,簡 単塗 ものでは あ
るが,ダ ウ ラス社 の沿革 を記 した著作 も出版 されてお り,更 に財務史料 を分析 した論文 も二つ程 上
梓されてい £ 筆 者耀 き写 してきた史料 だけでは不+分 なので,こ れ ら二論文 を手懸 りに以 冒ド・・
記述 を進め るこ とに したい。
　う
その前 に,ダ ウラス社 について今 少 し詳言 してお くことが理解 を助 け ることにな ろ う。 同社 は,
1759年,4,000ポン ドの資本 を もつ9名 の・・一1・t一シ ヅ と して発足 した・ それ以後・.世紀轍
期 までの発展 は着実 ではあ ったが,そ れほ ど華々 しい ものではな く,隣 接 していた ライヴ ゥル企 業・
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ゆ
カ ヴ ァー ス ヴ ァ製 鉄 所CyfarthfaIronworksの後 塵 を拝 して い た。 しか し第 三 代 目のJohnJosiah
Guestの時 に,カ ヴ ァー ス ヴ ァ製 鉄 所 を追 い抜 き,イ ギ リス最 大 の 製 鉄 会 社(1830年代,40年 代)
へ と伸 し上 が って い った。 そ の後,経 営 は ゲ ス ト家 の 手 を離 れ,「管 財 人 」Trusteesや「総 支配 人」
GeneralManagerによ って行 わ れ た が,高 取益 を維 持 し続 け,1899年 に は110万 ポ ン ドの 資本 金
で 株 式会 社 へ と改 組 され た。 しか し1900年に四 代 目ゐivorGuest)当 時,貴 族(Baron)に列
せ られ て い た一 が,ミ ッ ドラ ンズのArthurKeenに 同 社 を売 却 した結 果,GucstKeen&Co・
Ltd.が設 立 され,更 にか つ て の ライ ヴ ァル企 業 カ ヴ ァー ス ヴ ァ製 鉄 所 及 びNettlefolds社が吸 収 さ
ゆ
れ る に 至 って,前 述 のGuestKeen&Nettlefoldsが形 成 され た の で あ る。
1[
以 下 では,ApPendixに収 め た1834年,44年,52年,61年,73年 の5年 間 のB/S,P/Lに つ
い て,そ れ ぞ れ解 説 を加 え る こ とに す る。(Appendix参照 。)
〔1834年〕
くの
1834年のB/S,P/Lは,筆 者 が 調 べ た限 りで は現 存 す る最 も古 い ダ ウ ラ ス社 の財務 史料 で あ る。
この隼 の史 料 はヂ ー1一・応"Balahce""PettyLedgerAccounts""Profit&Loss"の三部 に分 れ
るが,こ の 中,"Balance"と ・PettyLedgerAccounts"・は完 全 に は 分 離 き れて お らず,不 完
全 な構 造 と成 って い る。 これ は帳 簿 の構 成 が 未 だ体 系 的 で な い こ と を示 して い るb因 に,表 題 の
"Balance"とセ・う用 語 は
,隣 接 して い た カ ヴ ァー ス ヴ ァ製 鉄 所 のB/Sの タ イ トル"Balance"
と同 じで あ る。 但 し,ダ ウ ラ スで は1844年には"BalanceSheet"とい う言 葉 が使 用 され て いた。
さて,"Balance"の借 方(Dr)に 目を 向 け る と,そ こ には 不 思 議 な こ とに,Locomotionを例
外 とす れ ば,固 定 資産 に相 当 す る項 目 を見 出 す こ とが で きな い。 つ ま り固 定 資産 がB/Sに 計 ⊥ さ
れ て いな い ゐ で あ る。 この 事実 は,そ もそ も固 定 資 産 の評 価 が行 わ れ て いな か った とい うこ と を推
測 せ しめ る。 当時 の ダ ウ ラ スで は,,資藍 と して 記 載 さ れ るべ き新 設 備 投 資 は そ の 年度 で帳 簿 ⊥償 却
され・て しま った た めに,B/Sに は全 く現 れ な か った。 別 言 す れ ば,ダ ウ ラ スで'は新 設 備 投 資 はP/L
に 「借 方 記 入 」chargeされ,支 出 され た 年 度 で償 却 す る こ とが 通 常 の処 理 方 法 とな って い た の で,
くの
年 々評価 すべ き固定資産 自体 が帳簿上存在 していな か っ た の で あ る。 従 って"Balance"及び
"PettyLedgcrAccounts"の借方 に記 されてい る項 目は,棚 卸資.産,当座 資産 とい うことになる・
"Balance"の中で棚卸 資産 は,石 炭,棒 鉄な どの原料,製 品 と して,在 庫量(ト ン数)× 取得
原価=価 額 の よ うに表示 されていた。 この場合,も しも評価時 の市場価値 が取得 原価 よ りも低 い
くの
な らば,市 場 価 値 に よ る棚 卸 資産 の 評 価 が行 わ れ て い た。 一・方,"PettyLedgerAccounts"占よ,
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後年の例 と照 ら し合せ ると,主 にダ ウラス社の債権 を表示 して いた と思 われ る・
ゼが 不 可解 な のは,ApPendixに例 示 した"LeWisEvans"と"Locomotion"で あ る・ これ
らは"writtenoff""reduction"とい う言 葉 か ら推 して,そ れ ぞ れ貸 倒 償 却 ・ 減 価 償 却 と判 断 し
うる講 演,P/Lに も全 く同 じ項 目(同 じ金 額)が 登 場 す るの で,こ れ らの項 目 をイ賞却 囎 と看 徹
して まず間 違 い な い。 とす れ ば,か か る償 却 項 目 がP/Lの 借 方 に 現 れ るの は 当然 で あ る が・B/S
の一部 と考 え られ る"PettyLedgerAccounts"に登 場 す るの は 一体 ど う して で あ ろ う か6恐 ら
.く帳 簿 全体 の構 造 と も関 連 して,"Petty:LedgerAccounts"の位 置付 け が 明 確 で な か った た め に・
回 顧 目がP/Lに も,・ 賊yL・dg・・Acc・unt・"t・観 れ る とい う事態が惹起 されたのであろ
う。 い ず れ にせ よ,こ の様 な 奇妙 な 事 態 は1844年以 降 の帳 簿 には 現 れ て い な い・
B/Sの 借 方 に お いて最 大 の 項 目で あ る"GuestLeWis&Co・"は ・ ロ ン ドンに 置 か れ た ダ ウ ラ
ス社 の販 売 会 社 の名 称 で あ り,そ の 金 額 は 製 品 在庫 と債 権 額 を示 して いた。 そ の頃 の同 社 の 製 品 は
・GuestLewis&C6."を通 して 販 売 さ れて お り,後 のP/Lに 現 れ る"Sales%(LondHousの"
も,こ の"GuestLewis&Co."・の名 称 が 変化 した もの で あ る・
一方 ,B/Sの 貸 方(C・)に 髄 転 づ・れ ば,・B・lan・e"t"LI≦・・eNは負債,"P・ttyL・dg・・Ag・・unt・"
は 資本 を表 現 して い る。 こ・こで特 に 注意 を惹 く項 目は,"StockNettCapital"であ る。 元 来,
Stockとい う言 葉 は 多 義 的 で あ り,原 材 料 ・製 品 の ス トック を意 味 す る場 合 もあれ ば,・「現 金,.或
肛 鵬 の価 縄 を表わ す場飢 あ る。 ダ ウラス社 の帳簿 ・お ・・て も,こ のi・St・ck"とい う諜
は 「資 本」CapitalStockの意 味 に も,「在 庫 」"Stocksollhand"の意 味 に も使 わ れ て い る・ だ
が こ こで は,わ ざわ ざ"NettCapital"とい う様 に明 示 して い るの で,そ れ が 「純 資本 」 を意 味 し
て いた こ とは疑 い の余地 が 無 い 。.因に,先 に 言及 した 二 論 文 の 一・方 の 著 者Edwards&Baberに よ
れ ば,「19世 紀 には この 言 葉(stocklはしば しば企 業 内 へ の所 有 者 の投 資す な わ ち 今 日で は 資 本 と
,fばれそ 、、る もの を指 示 す る た め に櫛 れ て ・・凸 。 こe)・ ・t・1・'・に対 して は,パ ー け 一 の 持
株数 一 一一全 体 では16shares一 に応 じて,持 分 請 求権 が 存 在 して いた・
"Stock"の上 段 の"JJGuest"以 下 の人 名 は,全 て ダ ウ ラ ス社 の パ ー トナー 名 で あ り・ 本 年
の利 益 を含 ん だ一 そ れ故,配 当支払 前 の 一 一パ ー トナ ー の"Stock"以 外 の 出 資金 も し くは ダ ウ
ラス社 に対 す る債 権 を表 示 して い る。 この 金額 が本 年 の利 益iを含 ん で い る こ どは,P/Lの 借 方 を参
照 す れ ば,明 らか であ る。
さ て,Jonesに よ って 書 か れ たダ ウ ラ ス社 を扱 った も う一 つ の論文 で は,"FloatingCapita1"
とい う概 念 こ そ 「ダ ウ ラ ス製 鉄 所 の 所 有 者 の経 営 及 び財 務 上 の思 考 過程 に お い て 最 も重 要(domi一
。a。t)であ った 」 と され 畿 尤 もエ ドワー ズ&ベ イバ ー の 論 文 は,・F]・ati・gasse・"に賭 干
触 れ て い る が,"FloatingCapital"には 全 く言 及 し て い な い 。 そ れ は と もか く・ ジ ョー ン ズ は1848
年 の"FloatingCapital"386,820ポン ドを,当 時 の 「簿 記 係 」Book・keeperの言 葉 を借 りな が ・ら・
54一 一一 経 営 論 集 一 一一一
次の よ うに分析 す る。 「(全ての負債 を控除 した後 の)386,820・!ミン ドは,土 地,鉱 山・工場設備等
を差 し引いた後,原 料,完 成 鉄,現 金及 びあ らゆ る種類 の有価証券形態 での企 業の全 資本 と考 え」
てゆ
られ る。 しか も 「"Stock(£240,000)はそ れ[FloatingCapita1】の 一部 で あ る」・
ジ ョー ンズー 正 確 には 簿 記 係 が1848年の"FloatingCapital"の金 額386,820ポン ドを ど の
様 に算 出 した か は,同 年 の 史料 が 手 元 に無 い た め に知 る こ とが 出来 な い が,1834年 の ・"Floating
CapitaP'183,384ポン ド(ジ ョー ンズに よ る計 算)に 近 い数 値 と して,"Stock".とパ ー トナー の
人 名 項 目 と を合 計 して み る 乙183,381ポ ン ドが 得 られ,こ の数 字 は ジ ョー ン ズの数 値 に極 め て近
い。 そ れ故,ジ ・一 ンズの言 う"FloatingCapitaP'は,固定 資本 を除 外 した上 で の 自己 資本 に相
当す る部 分 と考 え られ る。 従 って"Stock"は 正 確 に は 資 本 金 とい う こ と にな ろ う。 但,し,1849年 ・
以 降,表 中 の増 減 か ら も解 る通 り,"FloatingCapital"1よそ の性 格 を全 く一 変 す るの で あ る(表
参 照)。
と ころ で1834年のP/Lに は,先 に も述 べ た 様 に貸倒 償 却,減 価償 却 の項 目が み られ る。 加 えて・
そ う した償 却 項 目と共 に,"Coal"や"BarIron"な どの 項 目が散 見 され るが,こ れ は 当時 ・ 生
産 工程 毎 に乃 至 は各 製 品部 門 毎 に 損 益 計算 を行 な って いた か らで あ る。 例 え ば,1834年 の"Bar
Iron"一は 貸 方 に現 れ て い る・の で,同 部 門 は そ の年 に は利 益 を計 上 して い た。 逆 に も し も借 方 に くれ
ば,そ の部 門 は 損失 を出 し.てい た こ とに な る。 か か る部 門別 損 益 計算 は,19世 紀 にお い て しば しば
ゆ
み られ た 方 法 であ った 。
次 に利 益 処 分 に関 して,こ の年 の利 益 ・54,096ポン ドは,6,096ポ.ンドの 内 部 留 保("Stock"へ
の付 加)と48,000ポ ン ドの パ ー トナー へ の 配 当 に分割 さ れ て・い た。 配 当は,各 自の"Stock"に
対 す る持 分 に応 じて 支 払 わ れ た。 興 味 深 い こ と に,54,096ポン ドの利 益 の 中,48,000ボン .ドが配
当 に 向 け られ た こ とか ら解 るよ うに,ダ ウ ラ ス社 の利 益 の 中 に 占 め る配 当 の割 合 即 ち配 当性 向 は19
世 紀 前 半 を通 じて極 め て高 く,1831年か ・ら1848年まで の"Stock"に 付 加 され た額(=内 部 留 保)
と同 期 間 中 の総 利 益 との比 率 は約10%で あ った。 従 って配 当性 向 は90%と な り,ま た実 質的
な 内部 留 保 と考 え られ る"FloatingCapital"への増 加分 と総 利 益 を比 較 して も配 当性 向 は80%
で あ り,利 益 の大 部 分 が パ ー トナー に 分 配 され て いた こ とが 判 る。
ち な み に,"Balance"で108,494ポン ドと表 示 さ れ た"GuestLewis&Co・"は,P/Lに お
い て は30,501ポン ドの利 益 を計 上 して い る。 この利 益 は ダ ウ ラ ス社 に移 転(transfer)され ・ ダ ウ
ゆ
う.ス社全体 の利益 の一部 とな った。
以上の如 き特徴 を有 して いた1834年のB/S,P/Lは,後 年 の例 あるいは同時期 の カヴ ァー スウ
ァ製 鉄所の帳 簿 と比較 した場 合,お しなべ て未成 熟の状態 にあ った と言 ってよい。
〔1844年〕
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表 ダ ウ.ラス 製 鉄 会 社 の 変 化(.単 位:£)
年
1831
1832
1833
1834
1835
1836
1837
1838
1839
1840
1841
1842
1843'
1844
1845
1846
1847
1848
1849
1850
1851
1852
1853
1854
1855
1856
1857
1858
1859
1860
1861
1862
1863
1864
1865
1866
1867
1868
1869
1870
1871
1872
1873
…fi・lS…k
17,221
16,613
21,652
54.096
51,836
67,711
129,160
95,294
91,513
78,066
47,293
55,206
15,335
31,157
59,039
159070,
172747,
104,827
15,768
3,778
-32306
,
一19,720
-96
44)029
16,916
-52,908
12,461
-41
17,940
30,883
8,833
3,060
36,572
38,111
104,843
62,503
96,737
86,014
109,036
197756,
165,840
229,836
190514,
117543,
〃
120,000
126,096
129,932
145000,
175,000
.193,511
200'000,
〃
〃
〃
〃
〃
〃
230000,
240,000
〃
535,200
503,200
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃.
Floating
capital
135,520
132357,
137291,
183,384
216,667
239,903
262829,
271,659
314,828
282,516
312400,
334,915
270,376
311,248
362803,
481,745
380,010
386,820
352,911
321,346
234177,
172,980
166419,
186,695
181,039
171,834
190,805
173,579
183461,
206939,
蹴 鰹1棚 資産・
263,200
275,069
278870,
1275,388
34,494
137,650
220,684
211,236
255134,
370026,
出 典:註(1)参 照
備 考:a一``Lands,Mines,Plant&Effects"b-StockinvestmentGrstockonhand.
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1844年は,1834年 と異 な り,.四種 の帳 簿 か ら構 成 さ れ て い る。 第 一 は,"BalanceSheet(Pri・
vate・Ledger)"であ り,こ れ は 「統 括 貸借 対 照 表 」summarybalancesheetとして の機 能 を果 し
でゆ
て い る。 第 二 は,"BalanceSheet(LargeLeqger)"であ り,棚 卸 資 産 等 を記 録 して い る・ これ は
1834年の"Balance"を継 承 して い る。 第 三 は,"BalanceSheet(PettyLedger)"で,.1834年
の"pettyLedgerAccounts"に近 いが,'内容 は だ いぶ 異 な って い る。'第四 は,"Profit&Loss"
・で,,これは1834年 と同 様 で あ る。
これ らの帳 簿 の 中 で,ま ず注 目す べ き構 造 上 の特 徴 は 「統 指 貸借 対 照 表」 が 作 成 され た こ と,こ
れ と並 ん で従 来 不 明瞭 で あ った"Balance"と"PettyLedgerAccounts"の分 離 が,:"Large
Ledger"と"PettyLedger"として 明 確 にな った こ とで あ る。 「統 括 貸 借 対 照 表 」 が作 成 され た
とい う こ とは,こ れ に よ って 帳 簿 全体 を総 括 す る こ とが可 能 に な った と い う こ とで あ り,帳 簿 の体
系化 が 進 ん だ証 拠 で あ る。 更 に,"LargeLedger""PettyLedger"として分 離 さ れ た こ と も帳
簿 全 体 の 構成 をす っき り させ るの に 役 立 って い る。
第 土 点 と して,"PrivateLedger"(=「統 括 貸 借 対 照 表 」)の 借 方 に は,"BankofEngland"
"Cash&Bills"と'いう二 項 目 と"LatgeLeldger""PettyLedger"の借 方 合 計 が記 載 され て い
る。 貸 方 に は"Stock"及 び パ ー トナ ー の 出 資金 な どの,以 前 に は"PettyLedgerAccOUnts"に
存 在 していた項 目が 見 られ る。 その他 にぽ'「受取債権 一般仮 勘定」"DebtorsGenera}Suspense
%",:「約 束 手 形 勘 定 」"PromissoryNote%"などが あ り,"LargeLedger""PettyLedger"
の 貸 方 合 計 を加 え,借 方 と貸 方 が バ ラ ン ス され て い る。 す な わ ち"PrivateLedger".'は1帳簿 全体
を統 括 す る役 割 を果 して い るの で あ る。
第 三 点 と して ・"L・ ・g・L・dg・"で は ・,砿 鉄 鉱 石(Mine)・ 寿鰍 な ど の 在 庫,'"C・・diff
Yard'"一一 積 出港 カ ー デ ィフ に あ る在 庫 一 一,・"SalesAccount"などの勘 定 が 記 載 され て い る。
"Pet些yLedger"借方 の人 名:項目は
,.ダ ウ ラス社 の債 権 と看 徹 す こ とが ℃・rきる。'だ が":Large
Ledger"・と"PettyLedger"の貸 方 に登 場 す る人 名 項 目は,・一応,同 社 の 負債 と考 え られ るが,
両帳 簿 の 黛 方 人 名 項 目の相 違 は不 明 で あ る。
他 方,P/Lに お い て は,「 地 方 税 と国税 」"Rates&Taxes"で3,322ポン ドを納 め た こ と,「一
般経費」"G・ne「alCha「g・"として比較的 高額 の1qO68ポン ドを計上 レて い ることが臆 擁1く・
とい うの も,先 の カ ヴ ァー ス ヴ ァ製 鉄 所 で は1847年の 「共 通 経 費」・``CommonCharges"は4,277
ゆ
ボ ン.ドに過 ぎなか ったか らであ る。 税金 についてい ま少 し述 べ れ ば,.1852年のB/Sに は従来 の
「地方税 と国税」(P/L)に加 えて,「所得税 と脱塵税」"Income.&PropertyTax"なる項 目が現
れ,加 えて1861年のP/Lに も 「所 得税 と財産税」 が登場 した。 この頃 の イギ リスでは,1842年
に所得税 が導入 されたの で,そ の結 果,所 得税 支払 い の義務 が生 じた。 そこで,B/SやP/Lに こ
ゆ
の項 目が現 れるよ うにな ったの であろ う。
一 ダウラス製鉄会社文書 一一57
〔1852.年〕.
.1852年の帳 簿 では,"LargeLedger"が"LedgerA"に,"PettyLedger'一'が"LedgerB"
に名 称 が 変 化 した が,構 造 は 基 本 的 に は1844年の それ を踏 襲 して い る。 しか し最 も重 要 な 変化 は,
固定 資 産 がB/Sに 記 載 され て い る点 で あ る。 「土地,・鉱 山,.設備 及 び 動 産 」":Lands・Mines・Plant
&Effects"・と し.て,275,069ボン・ドが 計 上 さ れ,こ れ に 伴 な ってB/S貸 方 め 「資 本 金 勘 定 」.
."Stock%"も か つ て の240,000ポン ドか らづ 躍 与03,200ポン ドへ と倍 増 し・B/Sの 総 合 計 も急 激
に増 加 して い る。 こ の事 態 はv'J.」.Guestと並 ん で有 力 な パ ー トナー で あ ったW.W・Lewisが 引
退 す るた め に,彼 の持 分5sharesを 評 価 す る必 要 が生 じ,製 鉄所 全 体 の 再 評 価 が不 可 避 とな った
　
ために起 きた。 とい うの も,既 に述 べた こと・だが,ダ ウラスでは新設備投 資は,?/Lの借方に記入
される,・即 ち収益的 支出 と してその年度 で償 却 されて しまい,結 果的に固定資産はB/Sに 全 く現 れ
なか った。・だが帳 簿上は償却済 とな っていて も,実 際 の資産 と しての有用性 は持続 してお り,製 鉄
所全体 と しては膨 大 な固定 資産 を事実上所有 していた。 そ.こで有 カバー トナーの一人 であ るW.W。
ル イスが引退 し,そ の株 をJ.J.ゲス トに売却 す る際,ル イスが従来の"Stock"に対 す る5/16の
持分だけ ではな く,固 定資産 を含 んだ現実の製錐所 の全資産 に対 して持分 を要求す るのは当然 であ
り,そ こで どうして も・製 鉄所 の再評価 を行 う必要性 が蛋 じた のであ る。
1848年,.製鉄所全体 は640,000ポン ドと評 価 され,ル イスは5株 の代 金 と して20万 ポ ン ド(1
㈱ ω
株4万 ポ ン ド)を 受 け取 った。 固定費席 はその時 には263,200ポン ドと評価 された。 この固定資産
計上 によ'るB/S借方 の増加は,当 然 貸方 とバ ランスされな ければな らない。 先に述 べた 「資本金」
・Stock%"がそれ までの240,000ポン ドか ら一挙 に535,200ポン ドへ と増加 した事実 は,再 評価
のための固定資産 の計 上に原因があ る。 因に,こ の倍増 された資本金は1850年に503,200ポン ド
に減額 された後1,1890年代 まで同 じ金額 を維持 した。
ここで減価償却 につ いて今少 し立 ち入 って述 べてお こ う。 ダ ウラスにお いては,改 良のための支
出は コス ・トに賦課 され,"NewWork"と 呼 ばれ る新投 資は支出 された年 にP/L借 方 に賦課 され,　
直 に償 却 され た。1852年 の例 で言 え ば,"NewPits&Roads""IronNewMill""NewBlast
Engin.e"などの類 で あ る。 しか し ジ ョー ン ズに よ れ ば,こ の様 な方 法 は1848年以降 変更 が加 え ら
れ,そ れ 以 前 と比 べ て あ る種 の 混乱 が起 きた。 「こ れ らす べ て の大 き な項 目[NewWork]が 利 益 か
ら償 却 され た とい うこ とは 事 実 で あ るが,そ れ らは 毎 年 そ の様 に取 り扱 わ れ た の で は な か った。 工
　
:場設備 の佃i値についての混乱 した思1考が これ らの期間 中[1848-56】一般lll勺であ ったよ うに み え る」。
言い換 えれば,支 出 した年 で直に償 却す る とい う方針 が償却 を繰 り延 べ ることによ り,歪 め られた
(distortion)とい うのであ る。 その結果 は 当然利益計算 に影 響 し,従 来 の計算方法 に従 えば,1848
年か ら56年一 一正確 には60年 まで一 一一〇利益 も修 正 され る必要が出 て くる。事実,ジ ョー ンズは
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1848年以前 の方法 で計算 した簿記係 ジ ェンキンズの作成 した 「修正利益」の表 を彼 の論文 に載 せて
い る。 更に こ うした混乱 が生 じた理 由と して,ジ ョー ンズは 「ビ ジネス ・マ ンや所有者は,彼 が生
産的 と考 えない……或 は代替 的利用 や販売価値 をもたない と考 える支出 を,た とえす ぐにではない
と して も出来 る限 り早 く償 却す ることを望んだ」 のに対 し,「【1848年以降償却 を担 当 した】技術者
は恐 らく単純 に資産 が そ こにあ り,向 う数年間に亙 って機 能 しそ うであ るか ら,資 産 に価値 を付 与
の
した」 とす る。 このよ うな混乱は,1860年に 「事務長 」principalclerk兼「簿記係」book・keeper
であ ったWilliamJenkinsが,ダウ ラス社の過去30年 間 の会計 システム を調査 した報告 書 を提 出
す る ことによ って解消 した。 それ以後は概 ね1848年以前 の保 守的 な償 却政策 に回帰 した。 但 し,
ここで問題 とな つ宅い る減価償却 とは,本 来 の,何 らかの規則性 を持 つ減価償却 ではな く,棚 卸評
価 によ る減価償却或 は固定 資産 自体 の評 価が行わ れない とい うそれ以前 の段階 に留 まっていた こと
は看過 され るべ きではない。 言 わば 「体 系的減価償 却」systematicdepreciationaccoUntingは
全 く行 われていなか ったので ある。 この点 で既 に 「体 系的減価 償却」 を行な っていたカ ヴ ァー スヴ
　
ア製鉄所 と比較 した場 合,ダ ウラス社 の減価償却 法は大 き く立 ち遅 れていた と言 って よい。
〔1861年〕
ダ ウ ラ ス社 の経 営 は,1852年 まで はJ.J.Guestによ って行 わ れ た が,同 年 の ゲ ス トの死 後,夫
人 のCharlotte'Guestが1856年まで経 営 を担 当 した 。 しか し同 夫 人 の経 営 か らの 引退 後,ダ ウ ラ
ス社 の経 営 は管 財 人G.T.Clarkと 総 支配 人W.Menelausに よ?て 遂 行 され る こ とに な った。
一一Ptの「経 営 と所 有 の分 離 」 で あ る。 そ こで1860年,ク ラー クは 「事務 長」 兼 「簿 記 係 」 の ジ ェ
ンキ ンズに ダ ウ ラス社 の会 計 シス テ ムに つ いて の詳 細 な 報 告書 を作 らせ る一方,こ の 年 よ り毎 年
　
AnnualReportが同 社 の会 計 係 に よ り準 備 され る よ うに な った。 これ らの 変化 は,同 社 が 会 計 シ
ス テム近 代 化 の第 一 歩 を歩 み始 め た こ とを 示 して い る。
さ て,1861年 の"PrivateLedger"(=「統 括 貸借 対 照 表」)は,従 来"LargeLedger"或は
"LedgerA"と か に含 まれ て い た棚 卸 資産 を"stocksonhand"として
,・つ ま り独 立 の項 目 と し
て記 載 して い る。 従 って 正確 な棚 卸 資産 額 を容 易 に把 握 す る こ とが で き る よ うに な った。(棚 卸 資
産 概 念 の明 確 化)。 他 方 で,か つ て の"PettyLedger"は"LedgerB4"と 名 前 を変 えて 存 続 し
て い る。
P/Lに お い て は,利 益 の表 記 方 法 が従 前 と異 な り,す ぐに は今 年 の利 益 額 が解 らな くな って い る。
何 故 な らば,前 年 の利 益 で あ る"Balancel"8,355ポン ドが繰 り越 さ れ,そ の上 で借 方 と貸 方 が等
し くな り,今 年 の"Balance"17,167ボン.ドが計 上 され て い るか らで あ る。 そ れ故,本 年 の利 益
は17,167ポン ドか ら8,355ポン ドを引 い た額,8,833ポン ドとな る。 実 際,エ ドワー ズ&べ ・イバ
ー も この よ うに利 益 を計 算 して い る6
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P/Lにお け'る第二 の特徴 と しては,・WellandRailwayShares"に見 られ る様 に鉄道株 の所有
及びその償却項 目一 一評価 損 の計上 か或 は売 買におけ る損失一 があ げ られ る・19世 紀30年代 以
降のダ ウラス社 の主 力製 品は レールであ ったので,そ の取 引関係 か ら多量 の鉄道株 を保 有す るに至
ることは意外 ではない。1873年のP/Lに お いて も,鉄 道株 の償却が行 われてお り,ま た カ ヴ ァー
スヴァ製鉄所 の所有 者 ク ロー シェイ.も多額 の鉄道株 を所有 していた。
〔1873年〕
経営 と所有 の分離以後(1856年)1ゲス ト家はダ ウラス社 の唯 一の所有者 であ りなが ら,経 営に
は全 く携 わ らず,専 門 経 営 者 が これ を担 当 す る と い う状 況 が存 在 した。 そ こで"TrusteesPrivate
Ledger"なるB/$が 新 に 設 け られ,ゲ ス ト家 とダ ウ ラ ス社 の 関 係 が 明確 に さ れ た。
ダ ウ ラス社 のB/Sは"Dowlais'Corhpany'sLedger"として借 方,貸 方 み 各 々 で合 計 さ れ,こ
れに"TrusteesPrivateLedger"が加 え られ,借 方,貸 方 が バ ラ ン スされ た。
一 方 ,"TrusteesPrivateLedger"にお いて は,ダ ウ ラ スの購 入 者 と して の1.B.Guest(J.J・
Guest・の 息 子)の 持 分385,000ポ ン ドと,貸 方 の"SirI.B.GuestastheD6wlaisIron・Co・"の
683,259ポン ドが 二 大 項 目で あ る。 後 者 の68万 ポ ン ドに.ltる金 額 は,1870年 代 に 巨額 の利 益 を生
み出 して い た 同 社 の 累積 利 益 一1.B.Guestの 所 有 に 帰 す る一 に他 な らな い。 表 か ら解 る通 り,
1860年代 後 半 か ら70年 代 に か けて,両 社 は 史 上最 高 の利 益 を あ げ て い た。 こ の 莫 大 な 利 益 が
"TrusteesPrivateLedger"にお い てLB ,Guestの名 義 で蓄 積 され た と思 わ れ る。
皿
これ まで述 べて きた ダ ウラス社 の帳簿 の特徴 について,カ ヴ ァー ス ヴ ァ製 鉄所 と比較 しなが らll命
ずることに よ って締 め括 りと したい。
第一点。1834年の帳簿 にみ られ る構成 の不完全 さ,即 ちB/SとP/Lの 対応 関係 は,同 時期 の
カヴァー ス ヴ ァ製鉄所 と比 べ ると,か な り遅 れ ていた と言 うこ とができ る。 とい うの も,カ ヴァー
スヴァにお いてはB/SとP/Lが 正確 に対応 し,ま た償 却項 目が両方 に現 れ るな どとい うことも
無か ったか らであ る。 しか しこの状態は,1841年の 「統括貸借対 照表」 の導 入 によ って解消 した。
これ以後,B/S,P/Lの対応関係 は合理的 な もの とな った。
第二 点。 ダ ウラスでは1848年まで固定資産 はB/Sに 計上 されてお らず,評 価 の対象外 であ った。
これは,新 設備投 資が その年度 で全 て償却 されて しま ったた めに,帳 簿上,固 定 資産 を計上 す る必
要がなか った ことに よる。 これ に対 しカ ヴァー スヴァでは,遅 くとも1810年には固建 資産 がB/S
に計上 されていた。 従 って,こ の点 で もカ ヴ ァー スヴ ァは進 んで いた と言 え る。・
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策三点。 ダ ウラスにおいては当初,固 定 資産 が評価 の対 象 とされて いなか ったの で・棚卸評価に
よる減価償却 さえ も行われ ていなか った。1849年以後 にな っては じめて それ が問題 とな って くる・
しか しなが らカ ヴァー ス ヴァにおいては,1819年か ら規則性 を有す る本来 の 「体 系的減価償却」 が
実施 されていた。 それ故,減 価償却 の方法 において も,ダ ウ ラスはカ ヴァー スヴ ァよ り遙 かに遅れ
ていた と冒 って よい。
だが,歴 史 は皮 肉であ る。 エ ドワーズ&ベ イバ ーは次の ように述 べ る。 今 日の規 準か らすれば,
ダ ウ ラス社の方 法は大 きな批判 を受 けて も当然 だ が,「 同社 の成功 に と って1ダ ウ ラス社が採 った】
資本支出のため の会 計制度 は決 定的 であ った」 し,「同社 の特殊な必要 に対処 す るため に採 られた
利 益測定及 び資産評価手続 は効果的であ った」。.更に,主 要な戦略 的決定 に際 して 「会計機能 は十
分 に役立 った」。 裏 返 して言 えば,現 代 的方法 を採 らなか ったが故 に,即 ち 「非常 に保守的 な」方
法 で利 益計算 や減価償却 を行 ったが故 に,そ の会計制度 が同社 に成功 を もた らした一つ の重要 な原
因 を成 した と言 うの である。
加 うるに,ダ ウ ラス とカ ヴ ァー スヴ ァを比較 してみれば,あ る意外性 が見 出され る。す なわ ち・
減価償 却 にみ られ るよ うに,よ り現代 的方法 を採 り入 れていたカ ヴ ァー ス ヴァ製鉄所は,1830年代
か ら40年代 に,カ ヴ ァー スヴ ァよ りも極 めて後進的 な会 計 システ ムを採 用 していた ダウ ラス社 に
凌駕 され,「製 鉄王」IronKingとしての地位 を明 け渡 さねばな らなか っ.た。換言 すれば,19世紀
前半 におけ為ダ ウラスとカ ヴ ァー ス ヴ ァの角逐 は,近 代 的会計方法 を採用す る ことが必ず しも企業
の浮 沈 に直結 しない こ とを示唆 してい るのであ ろ うか。 、
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an.dBusii2essResearch,vol.7,no24(1979).なおJonesは,AccoztntingHistoryに発 表 した 論文
をす でに1973年に書 い て い る。Cf.G.A.Lee,`TheConceptofProfitinBritishAccounting・1760
_1900,,BusinessIlistory.Revieω,vo1.XLIX,no.1(1975),P・20・しか しな が ら・Edwards&Baber
の論 文 はJohesの 論 文 に全 く触 れ て い な い・ その 存在 を知 らなか った.ので あろ うか・
(2)拙稿 「18～19世紀 イギ リス製,鉄企 業 の経 営 構 造 一 企 業 形 態 と財 務 管 理 を中心 と して 一(上)」(『 経
営 論 集』26巻1号,昭 和54年)317頁 以下 参 照 。
(3)カ ヴ ァー ス ヴ ァ製 鉄所 につ い て は,さ しあ た り拙稿 「カ ヴ ァー ス ヴ ァ文 書 につ い て 」(『一 橋 論 叢 』77巻
6号,昭 和52年)参 照。 な お,同 製 鉄所 の減 価 償 却 につ い ては 近 々論 文 を発 表 す る予定 であ る・
(4)Owen,op.cit.,passim.
(5)Edwards&Baber,op.cit.,p.141.
(6)Jones,oρ.cit.,p.25.
(7)Edwards&Baber,op.cit.,p.146.
(8)Jones,op.eit.,p.23.
(9)Edwards&Baber,op.cit.,P,145・
一 ダウラス製鉄会社文書 一一61
⑩Jones,op.cit.,p.26.Cf.Edwards&Baber,:loc.eit.'
"9Jones,oP.cit.,p.25.
(② 前 掲 拙 稿(『 一橋 論 叢』)109頁参照 。
⑬ た だ しエ ドワー ズ&ベ イバ ー の説 明 は これ とは異 な って い る。 「顧客 に送 られ る商 品 は販 売 価格 で ロ ン
ドン ・ハ ウ スに チ ャー ジされ る の で,集 金 され る時,ロ ン ドン ・ハ ウ スの帳 簿 に は利 益 も損 失 も生 じなか
った」(Edwatds&Baber,op.cit.,P.140)。
(⑳ こ の よ うな 「統 括 貸 借 対 照 表」 は1841年 か ら作成 され 始 め た。Edwards&Baber,op.cit.,P・141.
㈲Cf.TheCyfarthfaPapers,Box12,FinancialPapers.
⑯ 高 寺 貞 男 『明 治 減価 償 却 史 の 研 究 』(1974年)201頁以下 参 照 。
留)Edwards&Baber,Op。c露,,p..145.
G8)1bid.
⑲ 乃 鼠
{2①Ibid.,pp.142-3.
⑫9Jones,oP.'cit.,p.33,
鋤 乃 鼠
㈱Edwards&Baber,loc.cit.
⑳ カ ヴ ァー ス ヴ ァの場 合,18玉9年 か ら定 額 減 価 償却 法 を行 な って いた 。・これ に つ い ては,カ ヴ ァー ス ヴ ァ
の減 価 償却 を取 りあ げ た論 文 で詳 論 す る予 定 で あ るb
鱒Edwards&Baber,op.cit.,p.140.
付記HaydnJonesの論文 コ ピー を,京 都大学 の高寺貞 男先生 よ りお送 り頂 いた。 記 して,感 謝
します。
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